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公
明
党	

松
澤
　
堅
二

　

問　

本
市
で
は
各
自
治
体
と
同
様
、
自

然
災
害
な
ど
に
対
処
す
る
地
域
防
災
計

画
、
武
力
攻
撃
な
ど
に
対
処
す
る
国
民
保

護
計
画
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
に
何
を
危
機
管
理
項
目
と
し
て
認
識
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
対
処
方
法
は
。

最
近
の
緊
急
的
な
事
象
を
見
る
と
、
自
然

災
害
や
事
件
、
事
故
だ
け
で
な
く
、
硫
化

　
公
明
党	

出
口
け
い
子

　

問　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
地
域
生
活

支
援
事
業
は
、
障
害
者
が
地
域
で
生
活
す

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
支
え
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
市
の
裁
量
で
行
え
る
日
中
一

時
支
援
事
業
を
、
福
祉
施
設
に
委
託
を
し

て
い
る
が
、
委
託
先
の
な
い
障
害
児
の
レ

ス
パ
イ
ト
（
一
時
預
か
り
）
事
業
を
「
愛
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中
野
　
昌
幸

　

問　

市
長
は
施
政
方
針
で
、
４
年
間
の

実
績
を
足
掛
か
り
に
し
た
目
標
を
掲
げ
て

お
り
、
そ
の
２
点
目
に
市
の
財
産
で
あ
る

豊
か
な
自
然
を
守
る
と
と
も
に
、
環
境
・

ご
み
対
策
を
前
進
す
る
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
７
月
か
ら
実
施
す
る
中
村
地
区
で

の
可
燃
ご
み
減
量
化
モ
デ
ル
事
業
に
伴
い

行
わ
れ
た
、
説
明
会
の
内
容
と
今
後
の
計

水
素
の
事
案
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
よ
う

な
事
象
に
対
す
る
個
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
危
機
管
理
体
制

の
整
備
に
併
せ
て
、
職
員
の
訓
練
が
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

　

答　

地
震
や
風
水
害
、
武
力
攻
撃
以
外

の
危
機
管
理
項
目
と
し
て
、
感
染
症
や
化

学
物
質
に
よ
る
事
故
な
ど
を
想
定
し
、
６

つ
の
区
分
で
整
理
し
て
い
る
。
対
処
方
法

と
し
て
、
情
報
の
共
有
と
検
討
が
必
要
な

場
合
は
、
危
機
管
理
調
整
会
議
を
招
集
す

る
。さ
ら
に
対
策
が
必
要
な
場
合
は
、危
機

管
理
対
策
本
部
を
設
置
し
て
応
急
対
策
な

ど
を
実
施
し
、被
害
の
軽
減
に
努
め
る
。マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
事
案
の
内
容
や
規
模
に
よ

り
被
害
想
定
や
対
処
方
法
な
ど
の
把
握
が

難
し
い
た
め
、
そ
の
事
案
に
合
っ
た
対
応

策
を
迅
速
に
定
め
る
。
ま
た
、
現
在
訓
練

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、図
上
訓
練
な
ど
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
施

策
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

芽
（
え
め
）
の
家
」
が
担
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
施
設
の
存
続
は
資
金
面
で
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
閉
鎖
す
る
こ
と
は
利

用
者
に
と
っ
て
先
々
の
不
安
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
市
の
委
託
事
業
と

し
て
、
ば
ら
の
里
作
業
所
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
、
重
度
障
害
者

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ

３
年
目
を
迎
え
た
。
障
害
が
あ
っ
て
も
病

院
や
施
設
で
は
な
く
、
地
域
で
生
き
生
き

と
暮
ら
し
た
い
と
い
う
、
多
く
の
方
の
願

い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
障
害
者
施
策

の
効
果
的
な
展
開
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
障
害
者
福
祉
計
画

と
障
害
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
レ

ス
パ
イ
ト
事
業
を
含
め
、
各
作
業
所
で
の

事
業
の
あ
り
方
や
運
営
な
ど
、
施
設
利
用

者
が
利
用
し
や
す
く
効
果
的
な
施
設
と
な

る
よ
う
、
総
合
的
に
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
に
つ

い
て
」
「
読
書
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。
ま
た
、
モ

デ
ル
事
業
で
は
可
燃
ご
み
の
約
半
分
を
占

め
る
生
ご
み
に
は
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
生
ご
み
対
策
を
先
送
り
し
て
は
ご
み

の
減
量
は
進
ま
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
前

か
ら
生
ご
み
処
理
機
へ
の
助
成
は
行
っ
て

い
る
が
、
今
以
上
の
取
り
組
み
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。　

　

答　

ご
み
減
量
化
対
策
事
業
は
中
村
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、せ
ん
定
枝
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、紙
、廃
食
用
油
の
４
品
目
の

資
源
化
を
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
い

る
。
事
業
実
施
に
先
立
ち
、
延
べ
15
回
の

説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
排
出
や
周
知
方

法
、
誤
っ
て
排
出
し
た
場
合
の
取
り
扱
い

な
ど
の
質
問
や
要
望
が
あ
り
、
検
証
項
目

に
含
め
て
い
く
。
今
後
は
モ
デ
ル
事
業
を

経
て
、必
要
に
応
じ
た
改
善
策
を
講
じ
、順

次
対
象
地
域
を
市
内
全
域
へ
拡
大
す
る
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
事
業
は
、

昨
年
度
か
ら
補
助
率
と
補
助
限
度
額
の
引

き
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
普

及
に
努
め
て
い
る
。
補
助
実
績
も
平
成
18

年
度
に
比
べ
80
％
増
と
伸
び
て
い
る
。

７月17日、高齢者福祉会館で「生きがいの集い」が開催され、
寿美扇会・重康会・喜静会による舞踊が披露されました
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比
留
川
政
彦

　

問　

深
谷
落
合
地
区
と
吉
岡
西
部
地
区

の
地
権
者
に
対
し
、
第
６
回
線
引
き
見
直

し
に
伴
う
特
定
保
留
区
域
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
や
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
や
事
業
の
進
ち
ょ
く
状

況
、
今
後
の
進
め
方
は
。
工
業
な
ど
の
用

途
別
に
区
画
す
る
土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。
ま
た
、
緑

地
や
公
園
な
ど
緑
の
保
全
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
が
、
そ
の
手
当
て
は
。
事
業
を
成

功
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
、
都
市
間
競
争
を

優
位
に
進
め
る
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
重
要

な
要
素
に
な
る
。
誘
致
企
業
に
よ
る
開
発

主
導
型
な
ど
の
整
備
手
法
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
手
法
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
民
主
党	

佐
竹
　
百
里

　

問　

こ
れ
ま
で
市
長
は
、（
仮
称
）東
名

綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
都
市
間
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
活

性
化
が
必
要
で
あ
り
、
第
二
東
名
の
海
老

名
以
東
の
延
伸
が
不
透
明
な
の
で
東
名
を

活
用
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
市
民
の
賛

同
を
得
る
に
は
、
市
長
自
ら
が
市
民
に
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
思

う
が
、
イ
ン
タ
ー
の
設
置
で
活
性
化
す
る

ま
ち
づ
く
り
政
策
の
具
体
的
な
効
果
は
。

近
隣
市
で
は
イ
ン
タ
ー
事
業
化
前
か
ら
企

業
誘
致
の
予
算
を
建
て
る
な
ど
、
地
域
産

業
活
性
化
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。
本
市

は
、
県
の
事
業
化
に
合
わ
せ
て
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
対
策
が
あ
る
の
か
。

　

答　

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
や
面
整
備

事
業
な
ど
に
対
す
る
意
向
と
、
市
が
提
示

し
た
土
地
利
用
構
想
に
対
す
る
意
見
や
将

来
の
土
地
利
用
の
考
え
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
説
明
会
も
開
催
し
、
意
向

把
握
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

年
度
、
ま
ち
づ
く
り
検
討
組
織
を
立
ち
上

げ
、
地
元
の
考
え
方
を
反
映
さ
せ
て
い

く
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
工
業
主
体
と
既
存

の
農
地
や
住
宅
な
ど
に
配
慮
し
た
も
の
を

検
討
し
て
い
る
。
緑
地
保
全
に
対
す
る
関

心
は
高
く
、
き
め
細
や
か
に
緑
の
創
出
を

推
進
し
た
い
。
具
体
的
な
手
法
は
、
地
権

者
の
合
意
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
整
備

方
針
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
環
境
保
全
対
策
支
援
事
業
に

つ
い
て
」
を
質
問
）　
　

　

答　

寺
尾
上
土
棚
線
が
国
道
１
号
線
ま

で
４
車
線
で
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
本
市

の
地
理
的
条
件
な
ど
の
潜
在
能
力
が
高
ま

っ
て
い
る
。
自
治
体
間
の
競
争
を
勝
ち
抜

く
た
め
に
、
自
主
自
立
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
経
済
・
雇
用
・
農
業
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
行
政
に
課
せ
ら

れ
た
重
大
な
課
題
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
の

設
置
で
、
そ
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
活

用
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
優
良
企
業
の

誘
致
は
雇
用
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
外
部

の
意
見
や
地
権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
最

善
策
を
検
討
し
て
い
く
。今
後
も
、市
民
に

情
報
を
提
供
し
、理
解
を
得
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
次
世
代
育
成
支
援
施
策
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

自然災害や武力攻
撃以外の危機管理
項目と対処方法は

障害児者のレスパ
イト事業を市の委
託事業としないか

可燃ごみ減量化モ
デル事業の状況と
今後の取り組みは

第
６
回
線
引
き
見
直
し
に
伴

う
特
定
保
留
区
域
に
つ
い
て

市
長
が
考
え
る
イ
ン
タ
ー
の

設
置
に
よ
る
活
性
化
策
と
は
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本
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
通
告

の
際
に
質
問
の
方
法
（
一
括
ま
た
は

一
問
一
答
）
を
選
択
し
、
議
員
個
人

が
行
う
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
括
方
式
】第
１
回
目
の
質
問
は

通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま
と
め

て
行
い
、
再
質
問
は
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
て
行
う
方
式
。
再
質
問

の
回
数
は
２
回
ま
で
と
し
、
質
問

時
間
は
50
分
以
内
。

【
一
問
一
答
方
式
】第
１
回
目
の
質

問
は
通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま

と
め
て
行
い
、
再
質
問
は
１
問
ご

と
に
行
う
方
式
。
50
分
の
時
間
制

限
内
で
あ
れ
ば
再
質
問
の
回
数
は

無
制
限
。

一
般
質
問
の
方
法


